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日
本
の
国
民
一
人
ひ
と
り
が
、
自

ら
の
「
か
ら
だ
」
の
「
し
く
み
」

を
生
か
す
こ
と
で
、
日
本
を
再
生

す
る

たまご理論で病気
のしくみを考える

た
ま
ご
ビ
ル
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9 月 9 日　於：たまごビル

　
第
７
回
チ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
た
ま
ご
会
が
９
月

９
日
、
た
ま
ご
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
演
題
は

『
① 

こ
こ
ろ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
腰

痛
』

『
② 

組
織
の
危
機
管
理
へ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
』

　
で
す
。

　
講
師
は
、
前
福
島
県
立
医
科
大
学
学
長
・

理
事
長

　
菊
地
臣
一
先
生
（
写
真
）
で
す
。

『
① 

こ
こ
ろ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
腰
痛
』

で
は
、
こ
こ
10
年
で
劇
的
に
腰
痛
に
対
す
る

世
界
的
な
考
え
方
・
取
り
組
み
方
が
変
わ
っ

た
こ
と
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
② 

組
織
の
危
機
管
理
へ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
』

で
は
、
放
射
能
汚
染
対
策
を
通
じ
て
実
際
に

遭
遇
し
た
こ
と
か
ら
「
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
必
要
」
と
具
体
的
な
体
験
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、

東
大
阪
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
　
辻
井
正
彦

八
尾
警
察
署
総
務
課
長
　
西
川
明
男

八
尾
警
察
署
警
備
課
長
　
岩
崎
高
司

八
尾
市
危
機
管
理
監
　
佐
野
正
樹

八
尾
市
消
防
本
部
次
長
　
森
本
勝
久

　
の
各
氏
か
ら
特
に
危
機
管
理
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
講
座
は
熱
気
を
帯
び
、
今
年
も
有

意
義
な
東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
た
ま

ご
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
天
皇
陛
下
の

　「
国
民
一
人
び
と
り
が
、
被
災
し
た
各
地

域
の
上
に
こ
れ
か
ら
も
長
く
心
を
寄
せ
、
被

災
者
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
復
興
の

道
の
り
を
見
守
り
続
け
て
い
く
こ
と
を
心
よ

り
願
っ
て
い
ま
す
」
と
の
お
言
葉
を
か
み
し

め
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
月
、
９
月
15
日
号
で
は
、

『
① 

こ
こ
ろ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
腰
痛
』

を
紹
介
し
、
10
月
15
日
号
で
は
、
そ
の
菊
地

先
生
の
講
演
内
容
に
対
し
、
た
ま
ご
理
論
で

は
ど
う
対
処
し
て
ゆ
く
か
を
述
べ
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
11
月
15
日
号
で
は

『
② 

組
織
の
危
機
管
理
へ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
』

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
あ
る
べ
き
姿
を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　 前福島県立医科大学

学長兼理事長 菊地　臣一 先　　生

こころのメッセージとしての腰痛

　菊地臣一先生の『① こころのメッセージとしての腰痛』
の講演内容を紹介させていただきます。
　菊地先生は、腰痛の新たな考え方として
 ● 近年、慢性の疼痛は局所の問題ではなく、脳を含めた健
康障害と捉えるようになってきていること。

 ● こころや社会の問題が深く疼痛に関係していること。
　この大きな二点を基礎に、腰痛をとりあげて講演をされま
した。
つまり、腰という局所の問題から人間の健康の問題とし
て捉えるようになってきていること。
また、腰の痛みが増すことや長引くことについては、今
までのわたしたちの腰痛に対する受け取り方よりも、
もっと早くから心理・社会的因子が深く関与しているこ
と（表１）を提唱され

①痛みには心が深く関与しており（表２・３）
②痛みと社会的問題との関連があり（表４）
③ストレスは病気や医療に大きな影響を及ぼし、ストレスと上
手に付き合うことが健康の鍵と述べ（表５）、
④慢性の痛みと人生との関係（表６・７）を
⑤そして治療の基本（表８）を述べ、運動はなぜ身体に良いの
か（表９）、どんな運動が良いのか（表10）を説明し、身体を
動かすことでほとんどの病気に効果のあることを示し、ウオー

キングを薦め
⑥現在注目されているこころを整える一
つの方法であるマインドフルネス（表11・
注１）を紹介し
⑦まとめとして、（表12）を示されました。
現在の世界の最先端の腰痛に対する取り
組みをお話しされました。

Kikuchi  S
Spine 32 : 1369-1374, 2007
Eur Spine J 17 (Suppl 4) : S421–S427, 2008
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講師

第
７
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
た
ま
ご
会
開
催講演 ①

●
講
演
後
記
●

こ
こ
に
着
目

�

石
垣
　
邦
彦

　
こ
こ
で
わ
た
し
が
着
目
す
る
の
は
、

　「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
慢
性
疼
痛
の
治
療
と

し
て
確
立
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
う
結
び

の
言
葉
で
す
。
次
回
は
菊
地
先
生
が
提
案
さ
れ
た

講
演
の
内
容
に
つ
い
て
た
ま
ご
理
論
で
「
上
腹
部

の
柔
軟
度
」
を
通
し
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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注１　マインドフルネス
　自分の身体や気持ち（気分）の状態に気づく力を育む「こころ
のエクササイズ」です。マインドフルネスとは、「今の瞬間」の自分
の体験に注意を向けて、現実をあるがままに受け入れることです。


